
 

１ 趣  旨 

2035年には、人口の 3分の 1が高齢者になり、さらに少子高齢化が拡大するとともに、生産 

年齢人口は先進国トップの 14.8％の減少が予想されております。また、現在、福祉の現場では、 

急速なサービス供給の拡大と多様化、それに伴う給付費が増加する一方で、サービスの質の維 

持・向上への要望が高まり、介護人材不足の顕在化と地域包括ケアシステム構築の必要性、コ 

ロナ禍における対応など、様々な環境の変化が年々大きくなっています。 

このような中、私たち老人福祉施設は、介護現場でのＩＣＴの導入や活用、介護の生産性及 

び労働環境の向上等に一層取り組むことにより、利用者の立場に立った質の高いサービスを提 

供し、高齢者が「最期の一瞬まで、自分らしく生きられる社会」をつくる役割を果たさなくて 

はなりません。 

そこで、本研究大会は、四国の老人福祉施設関係者が一堂に会し、日々の実践や研究成果等 

を通してこれからの介護・高齢者福祉のあり方等を共に考えることを目的に開催します。 

 

２ 主  催 

公益社団法人全国老人福祉施設協議会／四国老人福祉施設協議会 

愛媛県老人福祉施設協議会 

 

３ 後  援（予定） 

愛媛県、松山市、社会福祉法人愛媛県社会福祉協議会 

全国地域包括・在宅介護支援センター協議会 

愛媛新聞社、ＮＨＫ松山放送局、南海放送、テレビ愛媛、あいテレビ、愛媛朝日テレビ 

 

４ 期  日 

令和４年９月２７日（火）～２８日（水） 

 

５ 会 場 等  

 （１）全体会 

   Ｗｅｂ会議システム「ＺＯＯＭ」を利用したライブ配信 

 （２）研究部会 

 Ｗｅｂ会議システム「ＺＯＯＭ」を利用した双方向通信による実施 

 

 

第６９回 四国老人福祉施設関係者研究大会（オンライン） 開催要項  

～ 介護現場のアップデートをはじめよう ～ 



６ 参加範囲 

（１）四国４県の老人福祉施設役職員及び関係役職員 

（２）四国４県の関係行政機関及び社会福祉協議会関係者 

（３）その他、この研究大会に賛同するもの 

 

７ 参加予定人員 

参加可能端末数７００台以内 

 

８ 日  程   
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【１日目】９月２７日（火） 

12:00～13:00  受付（ＺＯＯＭ入室可能時間） 

13:00～13:50  開会・式典 

◇主催者あいさつ ・全国老人福祉施設協議会会長 

(予定)   ・四国老人福祉施設協議会会長 

・愛媛県老人福祉施設協議会会長 

◇表    彰 ・公益社団法人全国老人福祉施設協議会感謝状授与 

◇前回大会処理報告 ・香川県老人福祉施設協議会 

13:50～15:30  基調報告 

       公益社団法人全国老人福祉施設協議会 

 15:30～15:50  休憩 

15:50～17:20  講演・対談「十八歳から十年介護」 

       フリーアナウンサー 町   亞 聖 氏 

       特別養護老人ホーム偕楽園ホーム施設長 水 野 敬 生 氏 

17:20～17:30  大会宣言決議 

次年度開催県あいさつ 

高知県老人福祉施設協議会 

 

【２日目】９月２８日（水） 

8:30～ 9:00   受付（ＺＯＯＭ入室可能時間） 

9:00～12:00   研究部会 



９ 研究部会 

第１研究部会【発表】人材確保戦略と人材育成 

第２研究部会【発表】養護老人ホーム・軽費老人ホーム・ケアハウスの経営と課題 

第３研究部会【発表】食事サービスと栄養ケアマネジメント 

第４研究部会【発表】認知症ケアの実践 

第５研究部会【発表】重度化対応と個別ケア、看取りケアへの取り組み 

第６研究部会【発表】介護保険における在宅サービス（通所・訪問・居宅）の実践と課題 

第７研究部会【講義・事例発表】ＬＩＦＥ（科学的介護情報システム） 

 

10 研究部会の運営 

（１）研究部会は、現場に根ざした介護保険制度の課題を抱える中、現場で行われている取組

みの現状と課題についての情報共有の場とします。 

（２）研究部会は、講義・研究発表のほか、質疑・ディスカッション等の時間を設けますので、

積極的な発言をお願いします。 

（３）テーマについては、若干変更となる場合がありますので、ご了承ください。 

（４）各研究部会には、助言者・発表者・幹事を置きます。 

（５）研究部会の事前打合せについては、別途ご連絡させていただきます。 

 

11 参加費等 

（１）１事業所につき、参加費は８，０００円とし、使用端末数は２台までとします。視聴人 

数に制限はありませんが、参加数管理のため、使用端末数は遵守してください。 

※１ １事業所での使用端末が３台以上となる場合は、台数に応じた申込を行ってください。 

※２ 使用端末数が１台ずつであっても、事業所が複数となる場合は、事業所毎にお申込 

みください。 

（２）全ての参加者に、全体会及び全ての研究部会を視聴するためのミーティング情報を通知 

しますが、各研究部会の参加可能端末数は９５台としますので、研究部会開始時は、原則、 

お申込いただいた研究部会での受付（ＺＯＯＭの入室）をお願いします。端末を２台使用 

する場合は、お申し込み時の第１希望、第２希望、それぞれの研究部会での受付（ＺＯＯ 

Ｍの入室）をお願いします。 

 

12 参加及び宿泊の申し込み 

９月９日（金）までに、大会参加申込専用ページ（https://www.mwt-mice.com/events/e_roushi69） 

から名鉄観光サービス㈱松山支店にお申し込みください。 

 

13 大会運営委員会 

（１）本研究大会の準備及び運営にあたるため、運営委員会を設ける。 

（２）運営委員は、四国４県の老施協正副会長と愛媛県老人福祉施設協議会の関係者をもって

あてる。 

（３）運営委員会の事務局は大会事務局（愛媛県老人福祉施設協議会）に置く。 



 

14 その他 

（１）本研究大会に係る資料等は、すべて各県老人福祉施設協議会へ送付すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大会事務局（大会内容に関する問い合わせ先】 

愛媛県老人福祉施設協議会事務局 

〒790－8553 愛媛県松山市持田町 3-8-15 愛媛県社会福祉協議会法人振興課内 

TEL：089-921-8566  FAX：089-921-8939 E-mail：jimukyoku@e-roushi.jp 

 

【参加および宿泊等申込先】 

名鉄観光サービス株式会社 松山支店 

〒790-0003 愛媛県松山市三番町 4丁目 12-4 

TEL：089-921-5131  FAX：089-921-7166 

 


